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民主「ヘイトスピーチ」に規制を 

   自民は慎重姿勢も(2015/08/06) 
 在日韓国・朝鮮人など特定の人種に対する憎悪をあおる、いわゆる「ヘイトスピーチ」を規制する

法案の実質的な審議が参議院で始まりました。（政治部・河村勇紀記者報告） 
 法案を提出した民主党の小川元法務大臣は、規制の必要性を訴えました。民主党・小川元法

務大臣：「人種的な差別行為は許されないということを法的にも明らかにする必要がある」 
 法案は、人種や民族を理由にした差別的言動を禁止して、国や自治体に差別の実態調査や防

止策を求める内容です。ただ、罰則はありません。これに対して、自民党は「言論を萎縮させる危

険性がある。政治的な主張までも抑制してしまう」として法規制には慎重です。ある野党議員は

「自民党は、ヘイトスピーチよりも国会周辺のデモの方が問題だと思っているのが本音だ」と話して

います。ただ、差別禁止の法案を表だって「反対だ」とは言いづらいため、自民党は法案を採決に

は持ち込ませたくない考えです。（http://news.tv-asahi.co.jp/news_politics/articles/000056211.html） 

法務大臣の姿勢は？ 法務大臣閣議後記者会見の概要８月４日 と変わらず。 
法務省としては，外国人等に対する偏見や差別の解消に取り組んでいくということが大変重要

な施策であると考えており，現行法の適正な運用と効果的な啓発等にこれまでも積極的に努めて

きたところですが，ヘイトスピーチを規制する法律の必要性については，御指摘の法案が審議入り

することもあり，国会における議論を踏まえながら考えてまいりたいと考えています。 
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